
撮影方法
撮影条件・備品について
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●気泡緩衝材・・・裏蓋やブレスレットの内側を傷つけてしまわないように緩衝材などで保護してもら
うといいでしょう。
透明な緩衝材（プチプチ）などをパケ袋に入れて使用方法もお勧めです。

事前に準備しておきたいこと
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●裏蓋、クラスプロゴ、ROLEXSAなど撮る際にこのように必ず緩衝材を挟んで撮る事をお勧めし
ます。裏蓋やブレスレットなどに小傷などを入れてしまわないようにご注意願います。
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 付属品含めてすべて見える全体写真
 

 顔のみアップ 

 金時計の場合は重量
 

 特定のモデルはケースサイズ 

概算金額を出す際の新しいルールとして以下を送ってください
 

（ デイトジャスト/オイスターパーペチュアル・デイト/ヨットマスター） 



●時計を撮影する際は時計自体に直接光が当たらないよ
うにしてください。撮る箇所によって撮りずらければ極
力、光が当たらないように工夫して撮影お願いします。
明るさ的には写真のようなイメージになるかと思います。
光の反射が大きいとAIが読み取れずに判断ミスをしてし
まいますので注意が必要です。
蛍光灯や太陽光が直接当たらない場所で撮影してくださ
い

●時計の日頃行っている動作チェックも含めて、写真の
ようにカレンダーを「 １日 / 9：20 」に針を動か
して撮影してください
※リューズが回らない、ムーブメントが壊れて長針短針
が動かない、 「お客様から動かさないで」と言われた
場合は除きます。
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●ブレスレットのコマねじ山がマイナスネジではないもの
・巻きブレス ・プラスねじ・ピン式・スライド式など

●裏蓋やブレスレットのコマねじ山など、真贋箇所があまりにも基準内とかけ離れている作り
の物/プラスねじ・ねじ山が潰れているなど

●AI真贋システムが使用できないもの●

●６桁デイトナ（116523、116503）

●ベルトがない物/状態が悪く写真で判別できないもの

●革・ラバーベルトモデル（バックル無し）/未対応モデル
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●このように5枚の画像を基にAIが判定結果を出します●

A：基準内として購入できる
※100％真贋を保証いたします。

A・B・Cの３段階
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C：基準外の可能性が非常に高い（※写真・モデルによってホットラインが再度確認する）

B：ホットラインの確認必要（基準内か基準外 どちらの可能性もある判定）

 ※C判定でもスクリーンショットを送ってください
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●１枚目は何のモデルなのか確認する為に撮ります

❶写真撮影後、左側に小窓でモデルの候補写真とモデル名、リファレンスナンバーが出てきます
❷タップすれば拡大できますのでもお持ち込みがあったお品物と一緒か確認下さい。 違う型番
のお品物を選択してしまうと真贋ポイントが変わってくる場合が御座いますのでご確認ください。
※デイトジャストなど、様々なダイヤルカラーやインデックの違いがあるモデルでは候補写真を
１種類しか掲載していない為、ダイヤルカラーなどの相違もありますので予めご了承ください。

❶ ❷



●光の反射を抑えながら極力撮る

●カレンダー「1日」短針長針「9：20」に固定 （※精度が変わります）

●カレンダーの「1」と針軸が綺麗に真上から見えるように撮る

①モデル認識

❶ ❷ ❸

※モデル候補が３つ出ます。その中から査定するモデルを選択してください。出ない場合は角度や距離
を変えて３回程試してください。もし候補に出ない場合は❶～❸の手順でモデルを選択します
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型番選択（間違い注意）
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赤枠から緑枠に変わって約１秒後にオートシャッター機能でシャッターが切れます

もし何度やってもオートシャッターが切れない場合は右下のシャッターボタンを押して撮影してください

※５桁撮影時
①盤面ロゴ撮影 ②針軸撮影 ③裏蓋ギザ山撮影 ④クラスプロゴ撮影 ⑤コマねじ撮影



6桁の真贋パーツ撮影時
※６桁では、①と④が変更になります
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①針軸の撮影 ②裏蓋ギザ山撮影 ③クラスプロゴ撮影 ④SA撮影 ⑤コマねじ撮影



②ブランドロゴ （ここからすべて接写ルーペを使用） 倍率1.0Xで撮影

●赤枠のガイドが出るので対象パーツ
に１度寄せてから遠ざけていくと良い

●右）クラシックモデル・ピントをしっかりと
「ROLEX」に合わせる

●秒針と針尻がロゴにかからないように撮る

●左）プロフェッショナルモデル・ピント
をしっかりと「王冠マーク」に合わせる
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●針軸の真上から撮る

③針軸 倍率2.5x ④裏蓋ネジ山 倍率2.5x

●接写ルーペがガラスに反射して見えるが問題ありません

●裏蓋ネジは少し斜め上 写真の角度から撮る

●リューズが無い側の裏蓋ネジ山を撮る
ピントはネジ山中央部分が赤枠にはまるように合わせて撮る

●針軸表面にピントが合う際にピントがしっかり合ったかどう
か確認して撮る
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⑤クラスプロゴ 倍率1.0x レディース2.5x ⑥コマねじ山 倍率2.5x

●全体が入るようにピントを合わせて真上から撮る ●コマねじ山のマイナスビスを真上からピントを合わせて撮る

●コマ自体、ねじ山も横に水平にする

●ネジ山が潰れていたりしている部分は撮らないで綺麗なコマね
じ山を撮る

●反射を極力抑えながら真上から水平に撮る

※バックル真横の短いねじ山は元々荒
いので撮らないように！ただし、
ここしかない場合は除きます
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画像追加に関して
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例）

・真贋とは別に金額を出す際に必要にな
る箇所の写真撮影をお願いいたします。

（ギャラ表裏、ベルトダレ、ルーレット
シリアル、クラスプコード、ケース径）

※金時計の場合は重量もお願いいたしま
す。
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赤い枠で囲った箇所が真贋に必要な画像を追加する項目になります。

青い枠で囲った箇所が金額を出すために必要な画像を追加する項目になります。

AI真贋対象品で必要項目が揃っていれば真贋も金額もシステム内でお出しできます。
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①トップ画面から査定
依頼一覧を選択

②査定依頼一覧から今査
定しているモデルの詳細
を選択

③真贋判定が出てくるので
それを下にスクロール

④追加画像送信という欄
があるのでそちらを選択

⑤追加する画像の項目が
あるので追加する項目を
選択

追加画像の手順
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⑤追加する画像の項目がある
ので追加するパーツを選択

⑥パーツ12を撮ってみると⑦で撮
影済みになり枠がグリーンになる

⑦撮影済みになっている事を
確認して一番下にある写真を
送信を押す

⑧画像送信完了と出るので次
の時計を撮影する場合はトッ
プに戻るを押す 追加で撮る
場合は項目を１つずつ選んで
まとめて送信ボタンを押す
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